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ケーブルを用いた補剛

CLTを用いた屋根
十字柱を拘束する役割
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t=200
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多賀大社表参道 - 絵馬通り -多賀大社本殿

近江鉄道輸送人員の推移 近江鉄道 営業損益の推移

近江鉄道と接続する沿線

　　地方沿線近江鉄道の長年の経営難を打開する策として、物流を担う貨
物駅舎としての新しい近江鉄道のあり方を提案する。多賀大社前駅を貨物
駅舎を新設することで、地域のモノ・コトの関係性を再編し、地域沿線、
地域企業（地場産業）、地域住民の三方の “よし” を創出する。

　貨物駅舎として、水平方向の動線確保が必要である。CLT は一般的に
は面材として活用され水平移動を一部阻害するため、CLT を線材へと置
換して活用することで必要な動線を確保する。

　滋賀県の地域沿線「近江鉄道」の終端駅「多賀大社前駅」は多賀大社へ
の参拝客や観光客をターゲットとして整備された駅である。かつては、周
辺に立地する工場へと貨物線路が延長されており、地域のモノ・コトが集
まる中心的な場所だった。現在でも、絵馬通り、多賀大社へ連続的にア
クセスできる観光拠点である一方で、近年では鉄道の利用者数が減少し、
1994 年以降、28 年間赤字経営が続いている。地域沿線の経営難に関する
問題は全国的な課題であり、打開策を模索する必要がある。

   CLT 材は面内の強度や剛性が高いため、十字に組むことで面内の剛性
で荷重に抵抗することを考えた。一方で、十字に組むだけでは荷重が働い
た際、十字の直角を維持するのが難しいため、屋根にも CLT 材を使うこ
とで十字の直角を拘束することとした。また、応力に応じた柱の形状にす
ることで、導線を確保できるようにした。

　柱にかかる曲げを CLT の面内曲げで抵抗できるように、CLT を十字にした柱を提案する。屋根材にも CLT を用いることで、柱の十字を柱脚と屋根
で拘束することができる。また、柱梁の断面は部材に働く曲げモーメントの大きさに合わせて設定した。非対称な Y 字の屋根には転倒モーメントが働
くため、自立させることが難しい。そこで、非対称な Y 字の屋根を連続して用いることで支えあい、安定させることを考えた。

　一般的には、片持ちによる大きなスパンを飛ばす場合、部材の応力やた
わみを抑えるためには梁せいを大きくする必要があるが、大きくすると屋
根下の空間に梁が入り込んでしまう。そこで、屋根上部にケーブルを設け
ることで部材にかかる応力やたわみを抑えるためのシステムとする。

　十字の柱、梁部材は、2 × 10m のマザーボードから切り出して作製する。
曲げが大きく働く場所に接合位置が来ないようなマザーボードからの切り
出し方を考えた。生じた端材については内装に利用する。

従来
-CLT のみの木構造 -

従来
- 壁材（面）としての CLT-

提案
- 柱としての CLT-

提案
-CLT とケーブルによる混構造 -

地域産材の流通拠点としての CLT 貨物駅舎による地域沿線の再編計画を提案する。水平方向
の動線確保のために、面材としての CLT ではなく、CLT を線材化し、柱や梁として活用する。
また、多賀町が推進する森林循環事業とも呼応する施設として、木材産地としての川上での資
源循環と川下での資源循環のあり方を提案する。

 －線材としての CLT －

 －近江鉄道多賀大社駅－  －対象敷地周辺環境－  － “三方よし” でつくる貨物駅舎－

 －ケーブルを用いた CLT の補強－  －マザーボードからのプレカット－

 －構造全体計画－
ConceptSite Construction method

本提案で達成可能な SDGs

02 コンセプト 01 対象敷地 - 滋賀県犬上郡多賀町 - 03 構法・構造計画 

F o r e s t  Te r m i n a l
- 地域木材流通拠点としての多賀大社前駅貨増築計画 -
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既存駅舎と呼応しあう大きく開いた南面の屋根形状

絵馬通り・多賀大社への動線
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通風

南面から採光が得られないエリアは
トップライトを設けて採光する。
＊西日は縦ルーバーにより遮蔽する。
　　　　　　　　　

夏の日射は遮り、冬の日射は取り込む
南面に大きく開いた半戸外の貨物空間

多賀町木材乾燥機多賀木匠塾（滋賀県立大学）での間伐体験

貨物駅舎のプラットホーム、作業空間の様子 2F テラス席から街の広場を見た様子 多目的ホールでの木工体験の様子 北東から多目的ホールへのアプローチの様子 既存駅舎から貨物駅舎（提案）のプラットホームを見た様子 北西から貨物駅舎のオフィスへのアプローチの様子

輸送期間別のCO2排出量原単位（1トンの貨物を1ｋｍ輸送した時のＣＯ２排出量）：2017年度実績）

　「多賀町」は、町の 7 割以上が人工林と林業が盛んな地域であり、行政
や地元事業者、滋賀県のびわ湖材活用事業によって、多賀産材の利活用が
推進されている。森林循環事業の一環として、官学共同による森林教育プ
ログラム「木匠塾」や官民共同による木材乾燥庫の制作など、多方面で活
動が積極的に展開されている。＊木匠塾とは、滋賀県立大学有志の学生による
木材の間伐、木造建築の設計、施工を通して森林教育を行うプログラムである。

　本提案は、多賀町の森林循環事業（地域の小さな循環）を推進させるだ
けではなく、近江鉄道沿線を活かした川上と川下の関係性を再構築する。
また、滋賀県が推進するびわ湖材活用事業や各自治体の事業に呼応するこ
とで滋賀県全域で木材活用を推進する。（県域の大きな循環）

　本計画が多賀町の森林循環事業を推進させる契機となるためのスキーム
を提案する。川上から川下への流れを担う川中流通拠点の役割を担う。

　屋根面に覆われた大空間での活動において、必要照度を確保するための
トップライトを設ける。光が入り、風が抜ける外部とシームレスに接続す
る環境建築を提案する。

　南面からの採光が期待できない北側はトップライトによる採光を行う。
諸室との関係性から、トップライトと日射制御のための装置を併用して用
いることで年間を通した適切な照度環境を実現する。

　グルードインロッド（GIR）を用いた接合。ロッドによりせん断力を伝
達し、柱の一体化を促す。

　川上から川下へ貨物コンテナにて木材を流通させ、川下で加工された製
品を再びコンテナに載せて川上へと輸送し、コンテナを開けることで木工
細工などのマルシェを貨物駅舎周辺の広場で展開する。

　現在、物流はトラック輸送が主流であるが、貨物輸送の方法を転換（モー
ダルシフト）することで、鉄道利用では 90％、船舶利用なら 80％も CO2
排出量を削減することができる。

トップライト
- 天井木ルーバー -

トップライト
- 天井反射板 -

 －木材利用促進と森林循環事業－

 －平面計画－

 配置図兼 1F 平面図 S=1:250

 A-A' 広域断面図 S=1:250

 －断面計画－  －柱の接合方法－

 － CLT、地域産材で地域循環を高める－ － CLT、地域産材で地域循環を高める－
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 －コンテナマルシェ－
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